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コミュニテイはうす丁SUDOl 生涯学習ルーム

「コミュニティはうす丁SUDOI」 2階にボランティアグループ・子どもから

高齢者・子育て中の両親の交流、自立した市民をめざす方の生涯学習の場所がオー

プンし、活動しています。

「夏の花へんろ事業」ご協力に感謝します

○花へんろ「/ヽ引つ祭り」

…

眈
各地のハマボウ群生地は年々立派な地域

資源に育つています。早くから育ててくだ
さった先輩のおかげ、守って<ださる有志
のおかげ。ありがとうございます。

姿に心を打たれました。

○¨   「ヒヾノリ祭り」こ整銑府でしL
県の花へんろ事業として今年で2年目秋

のコスモスとの兼ね合い等、試行錯誤の年
でしたが「来年はこうしたら」と、現実的
で前向きのご意見をありがとうございまし

[環閣藤紀髪串し圭号婆与Pに
思えばこそ

ない笑顔の地域づ<り交流・接待所でした。

花街道・地域づくリネットワーク
事務局代行 村 元 信 江

○花へんろ「褐街道づ<り」ありがとうござい
封 。

早朝の街を走るとあちこちに街路の手
入れをする人を見掛けます。始業前の 1

0分間、毎日作業する企業も次第に増え
てきました。

こうして、最近、市内がだんだんきれ
いになつてきています。ありがとうござ
います。
「車からよう見えるところやけん、ほつ
とけん」と。地域大事、観光鳴門市大事
と動いて<れる市民の心意気に応えたい
も
鍵薔凛 の見事な「蓮」に感動しなが

3ヒ横督憲ξ習震寒循寛辱2おΣ程雇理
心から願わずにはいられませんで した。



:  私たちの活動紹介  三

NPO法 人環境と<しまネットワーク
理事長 島田 /At

私たち、特定非営利活動法人「環境と<しま
ネットワーク」では、前身であった「環境十建
築」ネットワークの活動の展開から、地球環境
に優しい徳島での活動として、環境保護・森林
保全・省エネ推進・消費者保護活動を中心に
様々な展開をしています。

大まかな活動紹介としては、 1月 26日第3
回省エネ共和国地域サミット (徳島市内にて開
催)、 2月 2,3日 2008年 エネ博 IN四国 。

徳島大会 (アスティと<しま)においては徳島
では唯一、環境NPO団 体として参加、エコハ
ウスの展示やレジ袋削減に向けての本格的な
風呂敷普及活動の展示もさせていただきまし
た。この風呂敷普及活動はその後数回の講習会
やラジオ番組への出演など短時間ではありま
すが、現在、徳島においては風呂敷普及活動で
はNPO法 人活動の分野では第一人者として
の様々な展開をしています。

また、上勝町では高丸山 。干年の森づ<りを
5年前より天然ブナ林の再生事業ボランティ
アに参加、今年度よりは樫原 。棚田での米作り
や、近隣の古民家再利用プロジェク トとして環
境教育体験の家「環ON」 を整備し、数々のセ
ミナーを企画運営しています。6月 21日には
環境省参加事業として、チームマイナス6%協
賛のプラックイルミネーションイベント「小夜
の上勝、竹灯り」を開催しました。
8月 5日 には、先に開催されましたところの

北海道洞爺湖G8サ ミットの地球温暖化防止
に向けての報告会として、西 日本では唯―
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徳島での開催「G8サミット報告会」を200
8G8サ ミットNGOフ ォーラム環境ユニ ッ
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つて普及推進できれば嬉し<思 つ

NPO法人 miniれすぱいと理事長 山本とし子

風呂敷包み

ボーリング場にて



安全で美 しい街づ<り

桑島地区自治振興会

当自治振興会では桑島小学校、同P tt Aと協
働で「桑島子供見守り隊」を結成し、児童の登
下校時を中心に、不審者の対策と交通事故防止
に努めております。桑島地区内の道路は道幅が
狭く、<ね<ね曲がった道が多いにもかかわら
ず、最近スピードを落とさす通り抜ける車がか
なり見受けられます。そういう事情をふまえて
制服 (夏はたすきがけ)、 制帽を付けてパ トロ
ールする事により少しでも事件、事故の抑止カ
に役立てればと頑張つております。
それと資源ゴミ (空き缶、古新聞等)の回収

に努めております。月に一度年間12回 (内 3
回は子供会)第 4日曜日にしております。会員
L●Lさん方の協力により約 10年続いて来まし
た。振り返つてみれば、リサイクルに役立てば
エコライフにつながるかなと軽い気持ちで始
めたことが 10年間も続いた理由かもしれま
せん。しかし、始めた頃は大変な事もありまし
た。弁当殻、乾電池、空き缶の中に煙草の吸い
殻、水も一緒に入つており残飯が腐って何とも
言えぬ匂いに悩まされた事もありました。多分
通りすがりの人が投げ捨てて行つたものだと
考えられます。また雨の日は中止しますと取り
決めてあるにもかかわらず、雨の降る前日から
出されていたらし<、 当日の朝見回 りに

L__人生上墾警塑書れ重__」

資源ごみの回収

行ったらずぶ濡れの古新聞、ダンボールがあ
り、その処理に泣かされた事もありました。こ
れも地区外の人が持ち込んだものであろうと
聞いております。
その都度回覧板を回したり、回収の手伝いを

して頂<事により空き缶の分別とか古新間、ダ
ンポールの<<り方がわかり、最近ではマナー
の悪い出し応をする人も無<なりました。この
回収事業は今後長<続けてい<事ができそう
です。続行する事により少しでもリサイクルに
役立ち、エコライフと地区の美化にもつながっ
てい<ものと自負しております。
桑島地区自治振興会では、地区社協、自主防

災組織と協働して安全で、美し<、 住みよい街
づ<りを目指して活動を続けていきます。今後

献楚t纂9F支
援ご協力をよろ し<お願い

未来の子どもを守るかい

代 表 り|1村 俊 子

「未来の子どもを守る会」は、地球の健康と心

の健康を大切に「できることから始めんかい」と

督酬

昼 食
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【と き】9月 4日 (本)09月 11日 の

9月 18日 の ・9月25日 ⑤

いずれも130寺300-158330分
劾 瞬袋多る日        ここン功卜7言さい

【とこう 鴫門市壱人福祉センター2F会議室

碇 員】20名
劇 鯛

嗣 り】9月 1日 (月)

疇♂3市在じ螢福詢出疲雷髪螢鰹 当三カ

8088-685-7170

助成金の紹介

第12回「地球倫理推進賞」
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◇応募資格
当該の活動か営利を目的とせず|こ 5年以
上継続し 顕著な実績を椰ずている団体ま
たは個人 (自薦 0他薦を問いません)

1崎  儘葬ンヽ C廂師ほ支醒ま農券等翅術提鐸妻
人道劇屡歌 地馴開瑠こ取り組む

2環 境  自然園開か割歓 美旧こ取り組む
3教 育  青少年の健全育成、教育支援に取

り組む
4文 イヒ  文化の継承や発展に寄与
5医 療  医療分野におけ欲 」ヽ̈

輔
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也 土f副薦亥当t/rdぃtn別 喘 罐
の理念□叶つた活動をしている

機   さ錯田斐じX墨集提劉こ|ま員‖メ述皮Jこ渤
援助金 (100万円)贈呈

◇応募締切り

凛緊語聾
3∝ ∞当D甑励

輸

FA× 03-3264-7881

年賀寄附金助成

◇
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文
ξ聾7]g多台グラム

3)施設改修
4)機器購入
5)車両購入

◇助成対象団体
(1)社会福祉法人
(2)更生保護法人
(3)社団法人
(4)財団法人
(5)特定非営利活動法人

◇事業分野
1)社会福祉の増進を目的とする事業
2)風水害、震災等非常災害による被

災者の救助又はこれらの災害の予
防を行う事業

3)がん、結核、小児まひその他特殊
な疾病の学術的研究、治療又は予
防を行う事業

4)原子爆弾の被爆者に対する治療そ
の他の援助を行う事業

5)交通事故の発生若し<は水難に際
しての人命の応急的な救助又は交
通事故の発生若しくは水難の防止
を行う事業

6)文化財の保護を行う事業
7)青少年の健全な育成のための社会

教育を行う事業
8)健康の保持増進を図るためにする

スポーツの振興のための事業
9)開発途上にある海外の地域からの

留学生又は研修生の援護を行う事
業

10)地域環境の保全 (本邦と本邦以外
の地域にまたがって広範囲かつ大

署藝堡
基暮Rξ炉2缶惣燿撼灌層

◇助成金額
一般プログラムは50万円を超え

◇申請書の受付
10月～11月

◇申し込み先

翠墨薯請墜撃霧菖 経営企画部
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